
消す

最初の大きな揺れは約1分間
●まず、自分の身を守る安全確保
●ドアや窓を開けて逃げ道を確保

●火元を確認し、ブレーカーを落とす ●家族の安全を確認
●靴をはいて外に出る ●沿岸部は津波にそなえて高台へ避難

●けが人や行方不明者がいないか確認 ●防災情報、避難情報を確認する
●デマにまどわされない ●避難時に車は極力使用しない
●電話は緊急連絡を優先する

●水、食料は蓄えているものでまかなう　※3日間の飲料水と食料の備蓄をしておく
●災害・被害情報の収集 ●無理はやめよう
●助け合いの心が大切 ●壊れた家に入らない

隣近所に
声をかけよう

出火防止
初期消火

●一人ぐらしの高齢者などの安全を確認

●初期消火　　 ●漏電・ガス漏れに注意
●余震に注意

●家の中
●裸足で歩き回らない

●マンション・集合住宅
●ドアや窓を開けて避難口を確保する
●エレベーターは使わない

●デパート・スーパー
●柱や壁ぎわに身を寄せる

●ホール・映画館
●座席の間に身を隠す

●路上
●落下物に注意し、ビルのそばから離れる
●ブロック塀や自動販売機などに近づかない

●海岸付近
●高台に避難する

●車を運転中
●ハンドルをしっかりと握り、徐々にスピードを落とす

●山やがけ付近
●落石やがけ崩れに注意する

「緊急地震速報」は、震度5弱以上の揺れが予測された時に、震度4以上の揺
れを予測した地域に対して、気象庁から発表されます。この数秒～数十秒後
に強い揺れが始まりますので、ただちに身を守るための行動をとる必要があ
ります。ただし、震源域に近い地域では「緊急地震速報」が強い揺れに間に合
わないことがあります。

グラッときたら
地震発生！

揺れがおさまったら1～3分

みんなの無事を確認　火災の発生を防ぐ5分

ラジオやスマートフォンなどで正しい情報を得る10分

協力して消火活動、救出・救護活動数時間

屋内にいた場合

屋外にいた場合

地震発生時の時間経過別行動マニュアル

緊急地震速報
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